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　①近接性は『かかりやすさ』を
追求した最も重要な特徴の１つ
で、「地理的」「経済的」「時間的」
「精神的」の４つの面が挙げられ
ます。
　②包括性は日常的な問題につい
て、性別や年齢、臓器にとらわれ
ることなく診療を行うことが挙げ
られます。また予防的な取り組み
を行うことも大きな役割の１つだ
といえます。
　③協調性は『チーム医療を展開
すること』にはじまり、『他の医療機
関と連携したり社会資源を適宜バラン
スよく用いること』や、『地域住民と
協力して健康問題に取り組んでいくこ
と』など、幅広い概念を含んでいます。
　⑤責任性は『充分な説明の中で受療
者との意思疎通を行うこと』や、『医
療内容の質の維持、見直し』はもちろ
んのこと、『プライマリ・ケアに関わ
る医療者の生涯教育や、今後、プライ
マリ・ケアの現場に出る医療者の後進
育成』についても責任を持って実践し
ていくことが求められています。
　④このような視点に立ち、医療、福
祉、介護、保健を提供し続けていく継
続性がプライマリ・ケアの根幹をなす
部分です。

　会員数は医師5788人、歯科医師70
人、薬剤師375人、コ・メディカル
251人、賛助22社、学生103人の計
6609人です。
　医師、歯科医師、薬剤師、看護師、
介護職、福祉職などが参加し、多職種

が同じ席に着き、一緒に考
え、互いをリスペクトし合
いながら活動するという特色がありま
す。
　人々が健康な生活を営むことができ
るように、地域住民とのつながりを大
切にした、継続的で包括的な保健・医
療・福祉の実践及び学術活動を行うこ
とを目的とした会で、研修内容も充実
しています。
　また、ほとんどの研修会がワークシ
ョップ形式で行われます。

　2011年２月21日付で、日本プライ
マリ・ケア連合学会の「プライマリ・
ケア認定薬剤師制度」は、公益社団法
人薬剤師認定制度認証機構から特定領
域認定制度としての認証を受けまし
た。
　特定領域認定制度は一般の薬剤師研
修認定制度より領域性・専門性が高い
認定薬剤師制度です。地域を基盤とし
て継続的に展開される包括的、並びに
全人的なプライマリ・ケアについて、

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
と
は
？

　国民の健康や福祉に関わるあらゆる問題を総合的に解決して行
おうとする地域での実践活動です。そして良いプライマリ・ケア
活動には①近接性（Accessibility）②包括性（Comprehensiveness）
③協調性（Coord ina t ion）④継続性（Cont inu i ty）⑤責任性
（Accountability）――の５つの理念を備えていなければならない
と言われています。

その知識、技能および態度を修得する
ことを目指します。

　プライマリ・ケア領域の研修の受

講、所定の単位の修得および筆記試験
により認定します。
　2012年８月26日、第１回目の認定
試験を実施し、その結果を受けて９月
以降、プライマリ・ケア認定薬剤師が
初めて誕生することになります。

坂口 眞弓（　　　　　　　　　　）浅草薬剤師会会長、日本プライマリ・ケア連合
学会プライマリ・ケア薬剤師認定制度委員

・本会が指定した研修会で、Ａから
　Ｊの必須領域を４年間以内に各２
　単位以上、合計50単位取得する
　こと。
　　Ａ：プライマリ・ケアに関する
　　　　知識とプライマリ・ケア認
　　　　定薬剤師の役割
　　Ｂ：コミュニケーションスキル
　　Ｃ：服薬指導・支援
　　Ｄ：プライマリ・ケアにおける
　　　　薬物治療
　　Ｅ：生活習慣指導
　　Ｆ：メンタルケア

　　Ｇ：在宅ケア
　　Ｈ：セルフメディケーションに
　　　　必要なＯＴＣ・健康食品・
　　　　漢方薬などの知識と活用
　　Ｉ：地域活動
　　Ｊ：地域連携・チーム医療
・本会の認定医、専門医、指導医に
　よる外来
　　診療及び訪問診療の見学実習、
　　原則半日１単位とし計８単位取
　　得すること。
・審査試験（年１回実施）に合格す
　ること

日本プライマリ・ケア
連合学会とは？

プライマリ・ケア認定
薬剤師とは？

プライマリ・ケア認定
薬剤師になるには？

　現在の地域医療は多職種との連携・
協働なしにはなり立ちません。地域医
療実践の担い手として薬剤師も期待さ
れています。
　地域で患者を総合的に見て必要な対
策が取れる能力、多職種と連携する能

力を高めることは、やりがい・生きが
いを求める薬剤師にとって魅力的なも
のだと思います。
　プライマリ・ケアの知識と実践でき
る技術を身につけ、地域におけるチー
ム医療の一員として、力を発揮し、薬
剤師の役割を広げてもらいたいと考え
ます。

新規認定の条件

プライマリ・ケア認定
薬剤師の活躍は？
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